
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
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す
。
個
人
住
民
税
所
得
割
の
一

五
％
相
当
額
（
た
だ
し
、
二
万

円
を
限
度
）
が
減
額
さ
れ
ま
す

（
分
離
課
税
に
係
る
退
職
所
得

は
対
象
外
で
す
）
。
普
通
徴
収

の
場
合
は
、
六
月
分
（
第
一
期

分
）
の
納
付
額
か
ら
特
別
減
税

額
を
減
額
し
ま
す
。
特
別
徴
収

の
場
合
は
、
六
月
分
の
給
与
か

ら
は
引
き
去
り
を
せ
ず
、
減
税

後
の
額
を
七
月
か
ら
翌
年
五
月

。
納
付
は
期
限
内
に

一
一
　
一
一
　
　
　
　
！
一
ｉ
ｉ
Ｉ
■

　
八
年
度
の
市
・
府
民
税
の
納

税
通
知
書
と
納
付
書
を
六
月
三

日
に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
と
、
督

１６
苛成

９
平
ぐ

察
行
集

発
編

宇
広

治
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市
課
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〈問い合わせ〉

ト課税については　¨

市民税課(a内線2121)

●･納税については

Ｉ　納税課(a内線2132;

号9
9

1
0

第

月
ま
で
、
年
十
二
回
に
分
け
て

給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
税
額
は
、

給
与
支
払
者
を
通
じ
て
お
届
け

す
る
「
特
別
徴
収
祝
額
通
知
書
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

年
度
途
中
で
退
職
さ
れ
る
場
合

な
ど
で
、
給
与
か
ら
天
引
き
で

き
な
く
な
る
時
は
、
普
通
徴
収

に
切
り
替
え
て
ご
自
分
で
納
め

て
い
た
だ
く
か
、
残
り
の
税
額

を
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
「
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通

知
書
」
や
「
特
別
徴
収
税
額
通

知
書
」
は
後
日
、
私
立
幼
稚
園

の
就
園
助
成
費
の
申
請
や
育
成

学
級
の
申
請
な
ど
に
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
で
の
十
一
ヵ
月
間
で
給
料
引

き
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の

対
象
と
な
る
人
の
所
得
要
件
が
、

三
十
八
万
円
以
下
（
改
正
前
三

十
五
万
円
以
下
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
給
与
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年

分
か
ら
給
与
所
得
控
除
（
給
与

収
入
を
得
る
た
め
の
必
殺
費
）

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

期　別 納期限

第1期･前納 7月１日

第２期 ９月２日

第３期 10月31日

第４期 9年1月31日

促
手
数
料
や
延
滞
金
な
ど
余
分

な
負
担
が
掛
か
り
ま
す
。
必
ず

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
場
合
は
、
指
定
の
金
融
機
関

か
ら
納
税
通
知
書
の
金
額
を
各

納
期
（
前
納
は
第
一
期
）
に
引

き
落
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
・
府
民
税
一
年
分

を
第
一
期
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
（
前
納
す
る
）
と
前
納
報
奨

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
前
納
は

通
知
書
に
同
封
の
前
納
用
納
付

書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
年

度
の
前
納
報
奨
金
交
付
率
は

〇
・
一
％
に
変
わ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
前
納
報
奨
金
は
百
円

未
満
（
第
二
期
の
税
額
が
七
千

円
以
下
）
の
場
合
は
あ
り
ま
せ

ん
。

☆表2　所得控除
☆表1　市民税･府民税の計算方法
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税
金
は
ど
の
よ
う
に
課
税
さ

れ
て
い
る
の
か
、
具
体
例
を
挙

げ
ま
し
た
。
あ
な
た
も
「
市
民

税
・
府
民
税
納
税
通
知
書
」
や

「
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
」
を

参
考
に
、
計
算
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　
〈
語
句
説
明
〉

①
所
得
金
額
…
前
年
中
の
収
入

金
額
（
給
与
・
事
業
・
利
子
・

配
当
・
不
動
産
二
時
・
雑
・

譲
渡
・
山
林
・
退
職
の
1
0
種
類
）

か
ら
必
要
経
費
牽
５
１
い
た
も
の
。

②
所
得
控
除
・
：
納
税
者
の
実
情

に
応
じ
た
税
負
担
を
求
め
る
た

め
、
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
有

無
、
病
気
や
災
害
に
よ
る
出
費

な
ど
の
個
人
的
な
事
情
を
考
慮

し
、
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
き

ま
す
。

　
平
成
八
年
度
の
住
民
税
課

税
証
明
書
（
平
成
七
年
分
の

所
得
の
証
明
書
）
は
六
月
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
に

は
使
用
目
的
・
提
出
先
・
必

要
と
す
る
年
度
の
記
入
の
ほ

か
、
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で

す
。
代
理
人
が
申
請
す
る
時

は
、
本
人
の
委
任
状
と
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
税
に
関
す
る
手
続
き
は
大

切
な
事
柄
で
す
。
で
き
る
だ

け
本
人
が
手
続
き
し
ま
し
ょ

う
。

所
得
証
明
の
申
請
に
は

必
ず
印
鑑
を
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市民税

200万円以下の金額　　　　3％　　　　　　O円
７００万円以下の金額　　　　8%　　　　lOO,OOO円

了nn7i円を紹ぇる全a　　11％　　　　310,000円

府民税
700万円以下の金額　　　　2%　　　　　　U肖
７∩∩下n本紹*ぶ令tl　　　4％　　　　140,000円
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市
・
府
民
税
の
お
知
ら

せ

第
1
期
・
前
納
納
期
限
は
7
月
1
日
(
月
)

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
。
そ
の
税
金
で
福
祉

や
教
育
、
道
路
整
備
、
消
防
な
ど
私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る
た

め
の
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
税
と
聞
け
ば
「
複
雑
で
分
か
り
に

く
い
」
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か
ら
会
社
ま
か
せ
」
と
い
う
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）

の
仕
組
み
や
計
算
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
税
・
府
民
税

　
市
の
収
入
の
半
分
強
を
占
め

石
市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

こ
め
に
市
の
判
断
で
使
え
る
安

疋
し
た
重
要
な
自
主
眼
源
で
す
。

　
個
人
に
課
せ
・
り
れ
る
住
民
税

に
は
市
民
税
と
府
扨
硯
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
均
等
割
と
所
得
割
の

合
計
額
か
ら
な
り
ま
す
。
均
等

割
は
、
市
町
村
の
人
口
規
模
に

よ
り
税
額
が
決
め
ら
れ
、
一
律

に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
所

得
割
は
、
個
人
の
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
そ
の
税

率
は
全
国
共
通
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
住
民
税
は
原
則
と
し
て
、
一

月
一
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町

ト
あ
な
た
の
税
金
が
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す

村
で
課
税
さ
れ
、
府
民
税
も
併

せ
て
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
年
の
途
中
で

住
所
が
変
ね
っ
て
も
前
の
市
町

村
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
・
‘
　
ｙ
／
♂
四
ｊ
　
、
Ｘ
－
』
四
四
／

徴
収
方
法

ｒ
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
　
ｒ
ｌ
ｌ

　
市
民
税
・
府
民
税
の
徴
収
方

法
に
は
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収

が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
は
、
主
に
自
営
業

者
や
年
金
所
得
者
な
ど
に
「
市

民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書
」

で
税
額
を
お
知
ら
せ
し
、
年
四

回
の
納
期
ご
と
に
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
特
別
徴
収
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
対
象
で
、
六
月
か
ら
翌
年
五

平
成
8
年
度
住
民
税
の
主
な
改
正
点

▼
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

　
均
等
割
の
税
額
が
、
十
一
年

ぶ
り
に
市
民
税
は
五
百
円
引
き

上
げ
ら
れ
二
千
五
百
円
に
、
府

民
税
は
一
二
百
円
引
き
上
げ
ら
れ

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
特
別
減
税

　
平
成
七
年
度
同
様
に
、
本
年

度
も
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま

計算方法



塩分ひかえて成人病予防

減塩梅干しづくり

講習会

活
動
す
る
エ
ネ
ル
ボ
ト
に
な
り
、

ま
た
体
の
様
々
な
機
能
の
調
整

を
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
偏
っ
た
食
事
を
し

て
い
る
と
、
様
々
な
病
気
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
日
ご
ろ
か
ら

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

よ
り
良
い
食
生
活
を
地
域
か
ら

干
し
の
半
分
の
塩
分
で
つ
け
ら

れ
る
「
減
塩
梅
干
し
」
の
作
り

方
を
指
導
し
ま
す
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ

　
○
６
月
1
2
日
㈲
、
午
後
２
時

～
４
時
＝
宇
治
公
民
館

　
○
６
月
1
3
日
脚
、
午
後
２
時

～
ｔ
時
＝
木
幡
公
民
館

◆
内
容

　
○
成
人
病
予
防
と
食
生
活
の

話
○
減
塩
梅
干
し
づ
く
り
○
梅

料
理
の
紹
介

◆
指
導

　
市
栄
養
士
、
「
若
葉
の
会
」

◆
定
員

　
先
着
5
0
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
６
月
３
日
向
か
ら
希
望
の
公

民
館
に
。
宇
治
公
民
館
（
容
2
1
・

2
8
0
4
）
、
木
幡
公
民
館
（
雲

3
2
゛
８
り
乙
９
０
）
Ｏ

「
減
塩
梅
干
し
づ
く
り
講
習
会
」

な
ど
市
や
府
の
保
健
予
防
に
講

師
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

加
し
た
り
す
る
な
ど
健
康
に
良

40歳代の女性の心とからだ

～コツコツ元気な骨預金～

　
女
性
の
心
身
は
、
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
を
受
け
、
い
く
つ
か
の

転
機
を
経
て
い
き
ま
す
。
四
十

歳
台
も
そ
の
転
機
の
一
つ
に
当

た
り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
や
、
成
人
病
の
前
兆
が
見

え
隠
れ
す
る
年
代
で
す
。

　
日
ご
ろ
の
忙
し
さ
の
中
で
つ

い
見
落
と
し
が
ち
な
心
身
の
声

に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
健
康
、

家
族
の
健
康
を
見
つ
め
直
し
て

い
食
生
活
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
や
婦
人
会
な

ど
地
域
の
団
体
か
ら
依
頼
さ
れ

た
「
料
理
教
室
」
に
協
力
し
た

り
、
「
お
隣
り
さ
ん
お
向
か
い

さ
ん
」
を
合
い
言
葉
に
身
近
な

人
た
ち
に
積
極
的
に
学
ん
だ
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
の
問
い
合
わ
せ
や

講
習
会
の
依
頼
な
ど
、
詳
し
く

は
健
康
医
療
課
（
登
内
線
2
3

3
3
）
へ
。

　
今
回
募
集
す
る
健
康
教
室
に

も
「
若
葉
の
会
」
は
講
師
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
協
力
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

　
左
表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も

木
幡
公
民
館
で
、
午
後
１
時
半

～
３
時
半

◆
対
象

　
4
0
～
4
9
歳
の
女
性
。
先
着
3
5

人◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
６
月
３
日
側
か
ら
木
幡
公
民

館
（
登
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。

ン
士
だ
会
　
・
所
賎
会
　
会

ヨ
導
ら
師
　
健
の
の
　
協

詰
品
璧
驚
応

ク
運
性
久
　
宇
賤
ヽ
Ｊ
ス

ラ
　
女
治
　
　
の
士
ｆ
’
ホ

大
雪
　
芸
惚

ッ
　
し
　
　
　
う
市
　
ユ

Ｃ

-
5

W

o
雷

Ｍ
・
習
　
量
　
で
　
｀
一
剥

シ
　
復
　
骨
　
鮮
　
Ｆ

Ⅲ
　
困
　
Ⅲ
　
俐
　
出

1
3
　
2
0
　
a
．
４
　
Ｍ

゛
／
　
　
　
　
　
　
／

６
　
　
　
　
　
　
７

骨粗症予防教室

～コツコツ元気な骨作り～

　
骨
粗
燃
症
と
は
骨
の
老
化
現

象
と
遺
伝
的
な
体
質
、
日
常
の

食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
が
影

響
し
て
、
骨
に
瓢
（
す
）
が
入

っ
た
よ
う
に
な
り
、
骨
折
し
や

す
く
な
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
骨
量
は
、
二
十
歳
か
ら
四
十

歳
の
間
で
最
大
値
に
な
り
、
そ

の
後
減
少
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。
特
に
女
性
は
男
性
に
比
べ
、

いきいき
　健康教室
～50歳代の若返り健康教室～

　
五
十
歳
代
は
、
女
性
に
と
っ

て
人
生
の
第
二
の
危
機
を
迎
え

る
年
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
骨
量
が
少
な
い
上

に
、
出
産
や
授
乳
、
閉
経
を
迎

え
る
こ
と
で
骨
粗
瓢
症
に
な
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
骨
量
の
減
少
は
、
日
々
の
生

活
に
よ
っ
て
進
行
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
自
分
の
骨
状
態
を
知

り
、
丈
夫
な
骨
作
り
の
た
め
、

必
要
な
こ
と
は
何
な
の
か
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
対
象

○
広
野
公
民
館
＝
2
0
～
6
9
歳
の

人
○
小
倉
公
民
館
＝
4
0
～
6
9

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に
よ
る
更
年

期
障
害
が
で
た
り
、
子
供
の
自

立
を
迎
え
、
急
に
孤
立
感
を
感

じ
た
り
す
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
。
健
や
か
な
老
後
を
迎
え
る

た
め
、
こ
の
時
期
を
い
か
に
楽

し
く
健
康
に
過
ご
す
か
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
自
分
の
体
の
変
化
と
上
手
に

付
き
合
い
、
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
過
ご
す
た
め
の
私
拓
累
探
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も

午
後
一
時
半
～
三
時
半

◆
対
象

広野公民館 小倉公民館

6/19(7)0 6/25脚
「体を使って元気な骨作り」
　　　　　　運動指導士／市体育指導委員

6/26(水 7／2火 「一生､自分の歯で健康を噛みしめよう」
　　　　　　　　　　宇治久世歯科医師会

7／3(*) 9叫
｢骨が喜ぶ食生活｣

　　　　　　　　　　市栄養士、若葉の会

15囲 ・u吹 骨量測定　　　　　　　　　　　　　≒
　　　　　　　　　　　予防医学センター

24(7k) 23W)
骨粗m症の予防について

　　　　　　　　　　　　宇治久世医師会

歳
の
人
。
共
に
先
着
3
5
人

◆
参
加
費
。

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
６
月
３
日
間
か
ら
希
望
の
公

民
館
に
。
広
野
公
民
館
（
a
4
1
・

7
4
5
0
）
、
小
倉
公
民
館

（
a
2
2
・
4
6
8
7
）
。
。

　
5
0
～
5
9
歳
の
女
性
。
先
着
3
5

人◆
参
加
費

　
無
料
『

◆
申
し
込
み

　
６
月
３
日
卯
か
ら
。
宇
治
公

民
館
（
雪
2
1
・
り
ぎ
０
４
）
へ
。

人権擁護委員制度

　をご存じですか
■

6月1日は人権擁護委員の日■

　
六
月
一
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
。
人
権
擁
護
委

員
制
度
は
昭
和
二
十
三
年
に

政
令
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
翌
年
の
六
月
一
日
か

ら
人
権
擁
護
奢
居
が
孤
付
、

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
、
い
わ
ぱ
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校

な
ど
子
供
の
人
権
を
め
ぐ
る

様
々
な
社
会
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
次
代
を
担
う

子
供
の
人
権
は
積
極
的
に
擁

護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
（
左
表
）
。
が
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
て
、
毎
月
第
一

簿名員委護擁権人

広
島
で

平
和
を
学
ぶ

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
、

『
平
和
こ
そ
が
次
代
へ
の
最
高
の
遺
産
で

あ
る
』
と
の
考
え
か
ら
、
被
爆
の
地
’

広
島
で
、
子
供
た
ち
に
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り
人
の
命

の
貴
さ
や
「
平
和
」
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
小
・
中
学
生
の
広
島

訪
問
団
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▽
と
き
・
：
７
月
2
9
日
卯
～
3
0
日
㈹

（
往
復
バ
ス
で
）
▽
対
象
…
市
内
在
住
の

小
学
６
年
生
と
中
学
１
年
生
（
昨
年
参

加
し
た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）
▽
定

員
・
：
4
0
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費
・
：
無
料
▽
応
募
方
法
…
直
接

来
庁
か
、
は
が
き
に
「
広
島
参
加
」
と

①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
性
別

④
学
校
名
・
学
年
⑤
保
護
者
名
⑥
電
話

番
号
（
連
絡
先
）
を
書
い
て
、
６
月
1
4

日
面
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
企
画

管
理
部
総
務
課
（
容
内
線
2
0
5
2
）

へ
。
参
加
後
、
感
想
文
を
提
出
。

木
曜
日
の
定
例
相
談
の
ほ
か
、

自
宅
で
も
随
時
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
〈
六
月
の
人
権
相
談
〉

　
▽
と
き
・
：
６
日
㈹
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▽
と
こ
ろ

…
市
民
会
館
（
宇
治
公
民
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
：
広
報
課
市

民
相
談
係
（
公
内
線
2
0
8

0
）
へ
。

話

4
3
8

0

7
7
2

3

8
7
9

2

8
4
8

9

3
3
8

8

8
8
8

3

4
6
1

1

8
5
3

2

3
4
5

8

電

2
1 　

4
3 　

3
1 　

3
1 　

2
3 　

3
1 　

2
1 　

3
1 　

2
1 　

所
　
５
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
S
6
3
一
一
m
6
9

”
"
Ｓ
Ｌ
.
Ｌ

^

ｈ
ｊ
Ｓ
ｇ
ｐ
ｒ
ｓ
ｅ

　
″
　

　 　
一
r
Ｈ
-
ｓ
-
Ｈ
ｉ
ｉ
ｆ
ｆ
ｉ
Ｗ
Ｋ
-
ａ

住
一

　 　
一
一
匹
四
林
ｍ
四
一
一
　
　
一
。
一
一
一
一

ａ
　
I
　
^
＾

Ｈ
-

ｅ
ｇ
　
I
　
S
I
　
r
!
５
　
M
g
　
I
　
≫
　
I
　
I
f

氏

<
i
i
　
　
東
四

″
　
″
　
細
一
一

　 　
飯
S
ｉ

　
市
で
は
友
好
都
市
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
中
学
生
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
親
善
交
流
を
通
し
、

国
際
性
を
持
っ
た
青
少
年
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
五
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
。
今
年
も
次
の
と
お
り
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▽
と
き
…
８
月
2
0
日
㈹
～
2
7
日
㈹
▽

対
象
・
：
市
内
在
住
の
中
学
生
▽
定
員
…

1
0
人
（
市
立
中
学
校
各
校
１
人
、
私
立

中
学
校
な
ど
人
を
抽
選
）
▽
参
加
費
…

杓
１
１
万
円
（
渡
航
手
続
き
の
費
用
は
除

く
）
▽
応
募
方
法
・
：
６
月
３
日
間
～
1
4

日
面
に
所
定
の
用
紙
に
作
文
を
添
え
、

秘
書
課
へ
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
「
中
学

生
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
派
遣
事
業
に
応
募

し
て
」
と
し
て
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
ふ
枚
。
応
募
用
紙
は
同
課
と
市
内

中
学
校
に
あ
り
ま
す
▽
問
い
合
わ
せ
…

秘
書
課
（
登
内
線
2
0
5
7
）
。

友
好
都
市

　
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で

国
際
感
覚
を
磨
く

3 2″
り

訪問団員募集　かわいい子には旅を

させよう

見
つ
め
直
そ
う
　
自
分
の
健
康

6/u廊
｢心と体のリフレッシュ｣

　　　　　運動指導士

21廊
｢若返りの食事｣
　市栄養士、若葉の会

28(4)
骨量測定

　　　　　宇治保健所

7／6宙
自分のからだを知ろう

　　宇治久世医師会

12宙
自分との付き合い学
　　　　　　民堂懐十

　
　
　
　
　
　
　
４
Ｉ
　
・

レ

「
若
葉
の
会
」
を
ご
存
じ
で
す
か

一

Ｉ

－

－

一
－

ｊ

ｊ

１

　 　一一－

一大　
　

Ｓ…一一″

一一．
一

一】一

一｀ｊｌ１

　

い』Ｊｙ）一）一一一一一一ｆ｀ｌ”Ｗ・

各
種
健
康
づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

　の血す塩うはとてこ原圧　゜が伝　｀しき旱，
の因や塩た統おてま

講に脳分く的に作しし
習な卒のさなぎらたづ
会り中取ん日りれ゜く
でまなり使本やて昔り

はすど過わ食おきかの
普゜のぎれで弁たら季
通　成はてす当梅保ｉ
の　人｀いがに干存

９

梅　病高ま　｀合し食っ

　
「
若
葉
の
会
」
で
は
、
市
か

＝
ハ
催
で
料
理
教
室
「
日
本
型
會

Ｅ
活
講
習
会
」
逸
開
催
し
た
り
、

。
母
親
教
室
」
「
離
乳
食
教
室
」

　
宇
治
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
「
若
葉
の
会
」
を
ご
存
じ

で
す
か
。
「
若
葉
の
会
」
は
食
生

活
を
中
心
に
地
域
で
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
中
で
も
大
き

な
部
分
を
占
め
る
食
生
活
。
食

事
は
私
た
ち
の
体
を
作
る
も
と
、

小
・
中
学
生

中
学
生
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福　祉

■平盛デイホーム利用者募集

　60歳以上の人に、テレビや囲碁・

将棋で楽しみ、健康器具や入浴設

備を利用していただくふれあいの

場として、市内２番目のディホー

ムを平盛小学校内に開設していま

す。気軽にご利用を。回平盛ディ

サービスセンター（345-2940）。

■高等学校奨学金（市民税非課税

　世帯）の申請

　［〉対象…学校教育法に規定する

高等学校、高等専門学校､盲学校・

ろう学校・養護学校の高等部、学

校法人が設置したもっぱら外国人

を対象とする学校の高等学校相当

課程に就学し、８年度の市民税が

非課税で次に該当する世帯の人

（府の他の奨学金などを受けてい

る人は除く）○母子（父子）世帯＝

母（父）と2o歳未満の子か、母子

（父子）と65歳以上の人だけで構

成する世帯○児童世帯＝父母のな

い2o歳未満の児童か、児童とその

児童を扶養している人で構成する

世帯○身体障害者世帯＝父母かそ

の一方が障害程度等級表の第3級

以上か国民年金法施行令別表に該

当する程度の身体障害者である世

帯○長期療養者世帯＝父母かその

一方が疾病のため、６ヵ月以上の

入院か寝たきりなどの状態にある

世帯E〉支給額…○奨学金（月額）＝

国公立の高等学校等１万3000円、

国公立の高等専門学校等１万5000

円、私立全日制３万1000円、私立

定時制２万2500円、通信制8000円

○入学支度金＝国公立６万円、私

立全日制17万円、私立定時制13万

円、通信制４万3000円　回6月28

日圀までに在学証明書と印鑑を持っ

て福祉総務課（a内線2308）。

・在宅老人家族介護者教室

　［〉６月８日倒、午後２時～４時。

小倉ディサービスセンターC〉テー

マ･‥「介護用品の紹介と説明」

圃6月６日俐までに同センター

（S21－6294）。

■在宅リハビリテーション講習会

　リハビリ病院の専門職員が、自

宅での自主トレーニング方法など

を分かりやす＜解説します。【〉６

月14日㈹、午後１時20分～４時半。

サンアビリティーズ城陽(城陽市

中芦原)t〉対象…脳卒中などの後

遺症でリハビリが必要な人やそう

した人の介助者　回6月10日C月)ま

でに電話で健康医療課(a内線23

33)。

公民館・青少年センター

■宇治公民館

021-2804)

　　〈歴史講座・太平記〉[〉６月18

日、７月９日・23日、８月27日、

９月17日、10月１日・29日、11月

19日、12月３日、９年１月21日、

２月18日、いずれも火曜、午前10

時～正午(初回は午前９時60分～)

[＞講師…郷土史研究家山本真嗣さ

ん[〉定員…先着60人　[1]6月５日

出から電話か来館で同館。

■中央公民館(320-1411)

　　〈宇治・山城地名風土記Ⅱ〉考

古学的に出土資料と同等の価値が

あるといわれる｢地名｣を通じ、

宇治、山城地方の歴史と文化を学

びます。[＞6月22日~7月６日の

土曜、午iS2時～3時半。３回[＞

講師…姫路独協大学教授吉田金彦

さん[＞定員…先着50人　@]6月３

日(月)から電話か来館で同館。

■大久保青少年センター(a44－

　7447)

　回こども茶道教室・親子作陶教

室・一輪車教室は同センター。

　　〈チャレンジ広場〉[＞6月８日

出、午前９時～正午C〉内容…①体

操教室②折り紙教室③スポーツ広

場▽対象…小学生以上。　くこど

も茶道教室〉[＞6月22日倒、午前

９時～正午t＞対象…小・中学生μ

定員…先着20人[＞参加費…100円。

　　〈親子作陶教室〉C〉6月23日(0)、

午前９時～午後３時。志津川陶芸

教室[＞対象…幼児～中学生とその

親E〉定員…先着20組[＞参加費…80

0円(交通費は自己負担)。　　く一

輪車教室〉C〉6月30日(日)、午前10

時～午後４時C〉対象…小・中学生

[＞定員…初心者・初級者各25人

　　〈おはなし会〉[〉６月12日伽・

26日(水)、午後３時半～4時[＞対象

…幼児～小学校低学年C＞内容…絵

本の読み聞かせ、紙芝居など。

講座・教室

■市民手話教室

　手話学習を通じて聴覚障害者と

健聴者の交流を深めます。[＞６月

18日～７月30日の火曜、午後７時

半g時。７回。総合福祉会館[＞

対象…市内在住か在勤で18歳以上

の健聴者C〉内容…実技(指導は聴

覚障害者)、講演、交流など[〉定

員…先着50人　匝]６月17日(月)まで

に福祉総務課(s内線2305)。

■赤十字救急法講習会

　包帯の使い方を主とした応急手

当ての方法を学びます。[＞7月４

日俐・7日(日)・10日出・11日出・

14日(日)・17日伽・18日困。平日午

後6時半～９時、日曜午前９時～

午後5時。総合福祉会館C〉対象…

15歳以上の人C〉定員…先着30人1＞

費用…3000円　回日本赤十字社京

都府支部事業推進課(aO75-541-

9326)。

■城南地域職業訓練センター(a

　46－0688)

　　くパソコン表計算初級エクセル

W95版〉[〉７月３日～27日の水曜

午後６時半～9時、土曜午前９時

半～正午。６回E〉参加費…9000円

圃同センター。

スポーツ

・炭山キャンプセンター・野外教

　具　夏休み期間事前申し込み

　[＞使用期間･‥7月22日(月)~9月

２日(月)1＞貸し出し教具…飯ごう、

テント、なべt＞対象…市野外活動

指導者証を持つ人がいる青少年団

体など　[*]6月14日倒までに市民

体育課(s内線2621)へ電話か来

庁で仮申し込み。決定後、本申し

込みを。

■地域巡回ニュースポーツひろば

　＞6月６日俐＝西小倉小学校、

フ日出=南小倉小学校、10日(月)=

伊勢田小学校、13日出＝神明小学

校、14日出＝菟道第二小学校。い

ずれも午後7時半～９時半[＞種目

…ソフトバレーボール、バウンド

テニスほか[〉持ち物…上靴　囲市

民体育課(a内線2621)。

■重点普及スポーツ　グラウンド

　ゴルフ、ペタンク

　C〉6月９日(日)、午前10時～正午

(雨天中止)。菟道第二小学校C〉内

容…実技指導とルール説明　回市

民体育課(s内線2621)。

催　し

■まちづくりシンポジウム｢人間

　にとって橋とは何か｣

　＞6月フ日出、午後１時半～４

時半。文化センター小ホール[〉パ

ネラー…京都精華大学教授上田篤

さん、国際日本文化研究センター

助教授井上章一さん、武庫川女子

大学教授高田公理さん、京都文化

短期大学教授辻ミチ子さん　回京

都府都市計画課(aO75-414-5328)。

中央図書館図書

展示

■市政を見る会

　[＞6月18日(火、午前９時半～午

後４時。市役所t＞内容…市議会一

般質問傍聴(予定)、京都文化短期

大学教授辻ミチ子さんの講演｢新

茶の香りただよう宇治J

I＞対象…

市内在住の人[＞定員…抽選で60人

(子供同伴はご遠慮ください)

回往復はがき(1枚に２人可)に

｢市政を見る会申し込み｣、住所、

氏名、年齢、電話番号、返信用は

がきの表にも住所、氏名を書き、

６月10日(月)まで(必着)に選挙管

理委員会(s内線2580)。昼食は

用意します。

お知らせ

■国民健康保険半日人間ドック募集

　[〉対象…受診時現在、満35歳以

上で宇治市国民健康保険に１年以

上継続して加入し、入院中や妊娠

中でない人[〉定員(先着順)・申し

込み期限…○９月分=

60人・８月

９日倒○o月分＝66人・９月10日

吹)[＞受診機関…京都第一赤十字病

院＼＞費用…女性１万2670円、男性

１万1740円回呆険証と印鑑を持っ

て国民健康保険課(a内線2266)。

■リサイクル自転車販売抽選会

　駅周辺から撤去された放置自転

車をリサイクル販売します。[〉６

月15日出、午前10時半～。市役所

北玄関横t＞販売台数・価格…約50

台。

5000～1万円(1000円刻み)。

希望者多数の場合は抽選　回宇治

市リサイクル自転車販売協議会事

務局(同胞の家内昔20-4080)。

■市立幼稚園保育料の補助

　レ対象…４・５歳児の保護者と、

８年度の市(町村)民税所得割課

税額が８万110）円以下（予定）の

世帯の３歳児の保護者圃6月下

旬に各園から書類を配布。８年度

の税額（納税）通知書を添え園へ

提出。 12月に各圓を通じて支給の

予定回学校教育課（a内,|昶610）。

■市営プールアルバイト募集

　黄槃公園・西宇治公園の市民プ

ールの夏季アルバイト。E＞募集人

数・賃金（時給）…○大学生・一

般＝男女各10人・800円○高校生＝

男女各15人・750円E＞勤務時間…

７月14日（日)～8月31日出、午前９

時半～午後５時半E＞資格…高校生

は２年生以上で学校の許可が必要、

大学生男子は水泳指導ができる人

を希望。期間中は継続して勤務で

きること　116月20日俐までに宇

治市体育協会（昔32-1905）。

■FMうじ愛称・テーマソング募集

　地域密着型のコミュニティFM

放送局･FMうじ（88.8MHz）が

開局して９ヵ月。このたび、愛称

とテーマソングを募集することに

なりました。圃いずれも６月22日

出まで（消印有効）に、愛称（理

由も）ははがき、テーマソングの

曲は４分以内のものをテープ、詞

は封書で、FMうじ（宇治壱番3、

324-8818）。いずれも住所・氏名・

年齢・職業・電話番号を記入のこ

と。最ll秀作には賞金と副賞、優

秀作には賞品を進呈。

6月2日～8日危険物安全週間

「危険物むき合う心いざ集中」

ガソリン・灯油など、一般家庭にある危険物のり扱いにご注意を

匝肖防本部（ZS内線2656）

満1歳にな
りました

　　福田　恭平くん

H7.5.23生

／大久保町北ノ山

恭ちゃんの未来が平和で

ありますように

％ ７年６月生まれのお子さん。 10日

(月)までに広報課(a内線2070)へ

　
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部
負

担
金
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

が
五
月
末
に
切
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
認
定
を
希
望
す
る
人
は

六
月
二
十
八
日
吻
ま
で
に
健
康

医
療
課
へ
申
請
を
。
こ
の
認
定

を
受
け
る
と
入
院
時
の
一
部
負

担
金
（
日
額
七
百
十
円
）
が
三

百
円
（
三
ヵ
月
目
以
後
は
無
料
）
、

食
事
療
養
費
の
負
担
額
が
日
額

二
百
円
に
な
り
ま
す
。

対
象
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
（
明
治
4
4
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

　
現
在
、
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
慢
性
腎
不
全
や
血
友
病
の

患
者
は
、
こ
の
受
療
証
で
入
院

時
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が
月

額
一
万
円
に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
健
康
手
帳
、
健
康

保
険
証
、
健
康
保
険
者
発
行
の

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
か
医
療

機
関
の
証
明
、
印
鑑
を
持
ち
健

康
医
療
課
（
昔
内
悍
ｌ
ｔ
ｔ
）

へ
。

申
請
方
法
　
健
康
手
帳
、
健
康

保
険
証
、
老
齢
福
祉
年
善
書
、

印
鑑
を
持
ち
健
康
医
療
課
（
萱

内
線
2
3
3
4
）
へ
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
　
務
課
（
容
内
線
5
0
0
2
）
。

　
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

は
水
道
週
間
で
す
。
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
大
切
さ
忘

れ
ず
ひ
ね
る
蛇
口
で
す
」
。

市
で
は
期
間
中
、
水
道
の
こ

と
を
も
っ
と
良
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
催
し
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
展
示
と

パ
ソ
コ
ン
ク
イ
ズ

３
日
向
～
７
日
面
、
午
前
９

時
～
午
後
ｔ
時
。
市
役
所
１

階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
京
都

府
と
の
共
催

　
水
道
パ
ッ
キ
ン

　
無
料
配
布

　
▽
と
き
・
と
こ
ろ
…
６
月

３
日
間
～
７
日
面
、
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
。
水
道
部

営
業
課
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
部
総

水
道
週
間
の
催
し

お
越
し
く
だ
さ
い
　

　
東
宇
治
地
区
で
欠
員
と
な
っ

て
い
た
民
生
委
員
児
童
委
員
が

新
任
民
生
委
員

児
童
委
員
決
ま
る

決
ま
り
、
厚
生
大
臣
と
京
都
府

知
事
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
十
年
十
一

月
末
ま
で
で
す
。

○
山
本
迪
子
さ
ん

（
五
ヶ
庄
広
岡
谷
２
の
３
４
３
、

容
3
3
・
0
7
1
8
）

入院時一部負担金

減額認定証の申請

特定疾病療養

受療証の申請

・住まいの害虫無料相談

　［〉６月８日出、午前10時~午後

５時。アルプラザ宇治東（菟道平

町）［＞内容…ねずみ・衛生害虫・

木材害虫などの相談、パネル展示

　回京都府ペストコントロール協

会（S075-822-7848）。

｢地球の未来を考えよう

　　　　―環境月間―｣

　6月1日(土)～12日(水)

老人医療

老人保

健
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6/19
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、

芝ノ東（j R以西）
6/19

南浦(28～33、80～98、100～110)、大京団it

蓮池

6/20

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(jR以西)、
新開(J R以西)、平野(J R以西)、

折坂(j R以西)、門前、池山、岡谷、只川、

菟道河原、荒棋(j R以東)、田中(j R以東)、
妙見

6/20 山際

6/21
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)

西浦' ゛ . 、 : . l タ ？

1宇.A. ≪明J･阻･広野･大久保J･白＼ ,志津川

6/3・24
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山
西山(府道以東)、中畑、西畑6/20 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

6/21
福角(J R以西)、日皆田、岡本、上村、
大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

6/3､24 乙方、山本、蔭山
6/4・25 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀洲

6/7､28

戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(J R以北)、

丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(jR以西)、
東裏(j R以西と府道以南)、西裏、田原、

旦椋、井ノ尻、北ノ山

6/5・26
南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北
南遊田、遊田、砂田、毛語一部､中ノ荒、井Jｦ

中ノ田、浮面、名木、安田町6/3・24

荒橘(j R以西)､田中(j R以西)､大垣内、

谷下り、出口、森本､中筋､大谷､東中、西中、
藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り 6/6・27 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトｃ

6/10､7/1

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(JR以西)、

茶屋裏、久保(j R以西)、上ノ山、山ノ内、
大竹、南ノロ、平盛

6/4・25
折坂(j R以東)、平野(J R以東)、

福角(J R以東)、一番割､二番割 6/7・28

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、

若林一部
6/5・26

南端(J R以東)、五ヶ庄西浦(J R以東)、

新開(J R以東)、笠取、池尾

6/11､7/2

弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(JR以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一部、

寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4 番地)、

中島､‘久保(JR以東)

6/10､7/1 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

6/6・27 南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東(JR以東)、三番割

6/12､7/3

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以匹
中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(Ｏの通り～２の通り)
6/7・28 南山(Ｂ)、南山畑、中村(JR以東)

6/10､7/1

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(J R以東)、正中(j R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠、桧尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(J Riil東)、炭山

6/12､7/3
一里山(府道以北)、桐生谷(jR以東)、

東裏(j R以東の府道以北)、開町
6/13､7/4 南落合(3の通り～13の通り)

6/14､7/5
薗場(大川原線以北)、大幡､北内､門口、幡1

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)
6/13､7/4 宮東、宮西、宮北

6/14､7/5
大谷、野神一部、小根尾、大開、
尖山一部(2番地・６番地)

6/17

中川原(大川原線以東)､十-(大川原線以東

国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東

吹前(市営住宅除く)、

6/17

野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(JR以南)､若森(jR以南)、
米阪、天神、金井戸、白川

6/17

六地蔵(J R以西・以南の全域)、

陣ノ内(JR以西)､正中(JR以西)､木幡河原、

北島､東中(J R以西)、西中、大瀬戸(j R以

西)、内畑、熊小路、中村(jR以西)、

木幡西浦、南端(J R以西)、壇ノ東

6/18 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。6/18
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(JR以南)、

蓮華、塔川、宇文字
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保健・衛生・相

談

図書

館
献血
-
●４日(火)、午前10時～正午＝府営西大久

　保団地第３集会所、午後１時半～３時

　半＝小泉電子工業所前(槙島町南落合)。

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時~10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　毎週月曜～金曜、

　午前９時～午後５時、青少年問題の悩

　みなどお気軽に。容24-0800。

■青少年相談　24日(月)､午後１時~4時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、定員は１回につき先着10人。社

　会福祉協議会a23－0857へ電話予約を。

　受け付け順に相談日・時間を決めます。

・府民無料法律相談　18日(火)、午後１時

　半～４時半、京都府宇治地方振興局。

　a21－2101．定員は１回につき先着８

　人。電話予約は前日午前９時から受け

　付けます。

・京都府交通事故相談　５日(水)･19日(水)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。登2i－2049．

・社会保険相談所　５日困＝木幡公民館、

　午後１時半～４時。 19日出＝宇治公民

　館、午後１時半～４時。年金・健康保

　険など。圃国民年金課(s内線2309)。

■暴力にかかわる困りごと相談　３日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。図]京都府

　暴力追放運動推進センター昔075-451－

　8930．

　市、社会福祉協議会では,こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは８年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

あんな
こんな 本
　　「噺の肴（らくご副食本）」小佐田定雄著

／弘文出版

　著者は桂米朝一門の新作落語の創作を手掛

ける落語作家。この本で

は古典落語に登場する人

物や土地などのネタを中

心に、おもしろい話を紹

介しています。時代の推

移とともにフレーズや風

習など、分かりにくくな

ってきた噺の内容を易し
　 　 　 ・ 　 　 　 ・ - - 　 　 ･ = 　 - 皿 - s ･ - ･ - - J ･ ･ 還 ･ ¶ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ j ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ | ･ | | | ¶ | - ･ r l l l l r r

く 説 き 明 か し

、

落 語 の 魅 力 を 再 確 認 で き る 本

。

｢鋲縦:

ﾚ薫に頒,ﾍﾞ

ﾉ

謳

尚

ﾚ

…

…

…
jﾚj,jj二j

「いい一生とは何か」諸井薫著／角川書店

　定年後すぐに始まる膨

大な時間との闘い。より

充実した後半生を模索す

る人に、著者が贈る熱い

メッセージ。人生の第一

線からやむを得ず退いた

多くの中高年男性の屈折

ルだ感慨を代弁してくれ

るエッセイです。

　　「ガーデンデザインの本」豊田美紀著／講

談社

　狭い土地での花の庭、石やレンガ、枕木を

敷いた庭など、生活に根差して機能する庭造

りの基本と数々の実例をオールカラーで紹介

しています。写真・絵コンテ・設計図つきの

発掘
　
こ
の
絵
は
、
ち
ょ
う
ど
大
吉
山
の
頂

上
あ
た
り
か
ら
見
た
七
世
紀
初
め
こ
ろ

の
二
子
山
古
墳
と
菟
道
の
平
野
部
で
す
。

　
二
子
山
古
墳
は
、
円
墳
と
方
墳
の
二

基
の
古
墳
の
総
称
で
す
。
・
北
側
の
円
墳

は
直
径
四
十
ぴ
で
五
世
紀
の
中
ご
ろ
に
、

南
側
の
方
墳
は
東
西
三
十
四
び
で
五
世

紀
の
終
り
ご
ろ
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
ど

ち
ら
の
古
墳
に
も
、
墳
丘
に
は
石
を
葺

き
、
埴
輪
を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
古
墳
の
中
央
に
も
、
埴
輪
が
四
角
形

に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調

査
で
は
、
鏡
・
玉
類
・
武
器
・
農
工
具
・

馬
具
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
が
発
見
ざ
れ

ま
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
南

墳
か
ら
三
領
の
「
よ
ろ
い
」
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
埋
葬
さ

れ
た
人
物
は
「
よ
ろ
い
」
に
身
を
固
め

た
武
人
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
宇
治
の
地
は
、
橋
が
架
か
る
前
か
ら

大
和
と
北
陸
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
し

た
。
二
子
山
古
墳
に
眠
る
武
人
は
「
よ

ろ
い
」
に
身
を
固
め
て
こ
の
地
を
見
つ

め
て
い
る
の
で
す
。

―二子山古墳―
　　　(5～7世紀)

ものがた

り

欧風ガーデン造りの入門書。

　　「白狐魔記　源平の風」斉藤洋作／高畠純

画／ｲ皆成社

包旅りり万;"』ノアノツンーo 例己(ﾉﾘ央皐は馮

義経。子供はもちろん大人も十分楽しめるお

薦めの本。

ネが、仙人のもとで修や

数々の術と共に人間にｲ

ける術も習得した仙人J
　　　しらこままるツネ・白狐魔丸。彼がE

本史上の大事件や英雄ｱ

ちと遭遇し、なぜ人間口

志が殺し合うのかといﾐ

問いの答えを探しつつK

人問の牟去六杢に皿f*岑示I, t-一匹のホヽ!

　　「おやすみゴリラくん」ペギー・ラスマン

作／いとうひろし訳／徳間書店

　夜の動物園。管理人のおじさんが、動物た

ちのオリを見回

ります。｢おやす

み、ぞうさん｣

　｢さあ、ねんね

だよ、アルマジ

ロちゃん｣。と

ころが、いたずらもののゴリラくん、おじさ

んのカギを失敬し、オリを開けて回った。さ

あたいへん。

おはなし会

おはなし
たまてばこ

6月のし尿収集日程

図
書
館
休
館
し
ま
す

　
中
央
図
書
館
と
東
宇
治
図
書
館

は
蔵
書
特
別
整
理
の
た
め
、
六
月

十
三
日
俐
か
ら
二
十
四
日
㈲
ま
で

休
館
し
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書

館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
は
蔵
書
特
別

整
理
と
車
両
点
検
の
た
め
、
六
月

は
巡
回
し
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
中

央
図
書
館
（
容
2
0
・
1
5
1
1
）
、

東
宇
治
図
書
館
（
a
3
2
・
2
2
3

2
）
へ
。
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